
１号機原子炉建屋カバー屋根パネル取外し完了

３号機原子炉格納容器 内部調査の実施
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凍結管削孔<設置>(本)

削孔 約100% ・設置 約97% 完了
（10/27時点）

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月、約20℃～約40℃※１で推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく

※２
、総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

※１ 号機や温度計の位置により多少異なります。
※２ １～４号機原子炉建屋からの放出による被ばく線量への影響は、2015年9月の評価では敷地境界で年間0.0032ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ未満です。

なお、自然放射線による被ばく線量は年間約2.1ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ (日本平均)です。

東京電力（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）
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3号機原子炉格納容器内を確認するため、10/20,22に格
納容器内部へ調査装置を入れ、映像、線量、温度の情報の取
得、内部の滞留水の採取を行いました。

＜撤去予定の支障鉄骨例＞

汚染された地下水の海洋へ
の流出を防ぐため、海側遮水
壁を設置してきました。

9/22に鋼管矢板の打設が
完了した後、引き続き、鋼管
矢板の継手処理を行い、
10/26に海側遮水壁の継手処
理が完了しました。

これにより、海側遮水壁の
閉合作業が終わり、汚染水対
策が大きく前進しました。

＊：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を除く

1号機原子炉建屋上部のガレキ撤去に向け、 7/28より原子炉建屋カ
バーの屋根パネル取り外しを開始し、10/5に全ての取り外しが完了し
ました。

楢葉遠隔技術開発センターが開所

３号機使用済燃料プール内大型ガレキ撤去状況
3号機使用済燃料プールからの燃料取り出しに

向け、大型ガレキ撤去作業を進めています。
10/15、3号機使用済燃料プール内の大型ガレ

キの１つである原子炉冷却材浄化系ろ過脱塩器
(CUW F/D)ハッチ蓋注を撤去し、燃料ラック上の
大型ガレキの撤去が完了しました。

撤去後、ハッチ蓋の下の燃料集合体４体のうち
２体において、ハンドル部がわずかに変形してい
ることを確認しました。今後、取り扱いについて
検討してまいります。

注）約1m×約1m×約2m、水中重量約2.6tのコンクリート製の構造物

陸側遮水壁
削孔工事の完了

先行して凍結を開始する陸側
遮水壁山側の工事は、9/15に
完了しています。

海側についても凍結管、測温
管を設置するための削孔工事が
10/15に完了しました。引き
続き、陸側遮水壁海側の凍結管、
配管の設置等の工事を行ってい
きます。

＜CUW F/Dハッチ蓋撤去作業状況＞

ＣＵＷＦ／Ｄハッチ蓋
撤去装置

ＣＵＷＦ／Ｄハッチ蓋

＜除幕の様子＞

敷地内に設置してある放射性物質
濃度を監視しているダストモニタや
敷地境界に設置してあるモニタリン
グポストに有意な変動はありません
でした。

今後、飛散防止剤の定期散布・ガ
レキ状況調査等を行った後、飛散抑
制対策である散水設備の設置に向け
支障鉄骨の撤去を行います。

撮影方向

＜格納容器内部調査状況＞

点検架台及び水面

格納容器内の構造物・壁面に損傷は
確認されず、水位は推定値と一致して
いました。また、内部の線量は他の号
機に比べて低いことがわかりました。

今後、得られた情報の分析を行い、
燃料デブリ取り出し方針の検討等に活
用します。

福島第一原子力発電所の廃止措置推進のために、国立
研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）が遠隔
操作機器・装置の開発・実証試験施設（楢葉遠隔技術開
発センター）の整備を進めています。

楢葉遠隔技術開発セン
ターの研究管理棟が完成し、
一部運用開始を行うため、
10/19に開所式を開催しま
した。本センターでは、引
き続き試験棟の整備を進め、
来年度の本格運用開始を目
指しています。

燃料取り出し用カバー
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提供：日本スペースイメージング（株）、(C)DigitalGlobe
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※モニタリングポスト（MP-1～MP-8）のデータ

敷地境界周辺の空間線量率を測定しているモニタリングポスト(MP)のデータ（10分値）は0.910μSv/h～3.508μSv/h（2015/9/30～10/27）。

MP-2～MP-8については、空間線量率の変動をより正確に測定することを目的に、2012/2/10～4/18に、環境改善（森林の伐採、表土の除去、遮へい壁の設置）の工事を実施しました。
環境改善工事により、発電所敷地内と比較して、MP周辺の空間線量率だけが低くなっています。

MP-6については、さらなる森林伐採等を実施した結果、遮へい壁外側の空間線量率が大幅に低減したことから、2013/７/10～７/11にかけて遮へい壁を撤去しました。
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１号機原子炉建屋カバー
屋根パネル取外し完了

３号機使用済燃料プール
大型ガレキ撤去状況

３号機原子炉格納容器
内部調査の実施
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